
一
〇
一

社
会
主
義
中
国
の
宗
教
政
策

─
抄
訳
『
中
国
社
会
主
義
時
期
の
宗
教
問
題
』
そ
の
８

大　

澤　

邦　

由

　

本
稿
は
羅
竹
風
主
編
『
中
国
社
会
主
義
時
期
的
宗
教
問
題
』（
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、一
九
八
七
年
）
第
七
章
「
終
わ
り
に
（
結
束
語
）」

と
「
後
記
」
の
翻
訳
で
あ
る
。

　

本
稿
を
も
っ
て
『
中
国
社
会
主
義
時
期
的
宗
教
問
題
』
の
す
べ
て
の
翻
訳
が
完
了
す
る
こ
と
と
な
る
。
本
書
の
各
章
各
節
の
訳
稿
が
本
稿

の
い
ず
れ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、「
社
会
主
義
中
国
の
宗
教
政
策
―
―
抄
訳
『
中
国
社
会
主
義
時
期
の
宗
教
問
題
』
そ
の
６
」（『
駒

澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
八
一
、二
〇
二
三
年
三
月
）
お
よ
び
「
同　

そ
の
７
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
五
四
、二
〇
二
三
年
一
〇
月
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

第
七
章
「
終
わ
り
に
」
で
は
、
本
書
全
体
の
総
括
や
今
後
の
宗
教
研
究
の
展
望
が
記
さ
れ
る
。

　

そ
の
中
で
紙
幅
の
大
半
が
割
か
れ
る
の
は
、
宗
教
阿
片
論
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
「
宗
教
は
民
衆
の
阿
片
で
あ
る
」

と
い
う
著
名
な
言
葉
は
、
一
般
的
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
宗
教
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
を
示
す
と
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
本
章
で
は
こ

の
言
葉
に
つ
い
て
再
度
の
検
討
を
行
い
、
単
純
に
こ
の
言
葉
を
解
釈
し
て
、
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
負
の
側
面
ば
か
り
を
強
調
し
て
し
ま
う

こ
と
に
対
し
て
強
い
警
鐘
を
発
し
て
い
る
。

　

一
般
的
に
マ
ル
ク
ス
の
宗
教
阿
片
論
は
次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
宗
教
と
は
民
衆
を
麻
痺
さ
せ
て
被

抑
圧
の
境
遇
に
甘
ん
じ
さ
せ
る
た
め
に
、
統
治
者
が
統
治
の
た
め
の
道
具
と
し
て
用
い
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
革
命
を
阻
害
す
る
害
悪
で
あ

っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
は
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な
比
較
的
単
純
な
解
釈
に
対
し
て
、
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
に
断

言
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
な
観
点
か
ら
説
明
す
る
。
ま
ず
、
マ
ル
ク
ス
が
宗
教
阿
片
論
を
述
べ
た
「
ヘ
ー
ゲ
ル

法
哲
学
批
判
序
説
」
の
文
脈
に
お
い
て
、
彼
が
そ
の
比
喩
を
述
べ
た
こ
と
の
歴
史
的
な
経
緯
を
説
明
し
、
こ
れ
が
マ
ル
ク
ス
の
独
創
で
は
な
く
、

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
八
十
二
號　

令
和
六
年
三
月
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一
〇
二

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
な
ど
、
彼
に
先
行
す
る
ド
イ
ツ
の
学
者
間
に
も
見
ら
れ
る
譬
え
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
普
遍
的
な
意
味
で
宗
教

は
阿
片
で
あ
る
と
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
歴
史
的
な
限
定
が
伴
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
レ
ー
ニ
ン
が
マ
ル
ク
ス
の

宗
教
阿
片
論
を
引
用
し
て
、
そ
れ
を
格
言
で
あ
り
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
か
な
め
石
で
あ
る
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
そ
こ
に
は
歴
史

的
限
定
が
伴
っ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
次
に
、
宗
教
が
阿
片
と
い
う
消
極
的
作
用
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
的
に
も
様
々
に
肯
定
的
作
用
を
及
ぼ

し
た
こ
と
を
論
じ
、

後
に
階
級
社
会
か
ら
社
会
主
義
に
変
革
し
た
時
期
に
お
い
て
は
、
統
治
階
級
と
被
抑
圧
階
級
と
い
う
関
係
が
消
失
し

た
以
上
、
阿
片
を
も
っ
て
宗
教
を
説
明
す
る
こ
と
は
な
お
の
こ
と
不
適
切
で
あ
る
な
ど
と
述
べ
る
。

　

本
書
が
こ
の
よ
う
に
宗
教
阿
片
論
に
対
し
て
多
少
の
譲
歩
は
あ
る
に
せ
よ
反
駁
し
、
そ
れ
を
強
調
し
て
説
明
す
る
背
景
に
は
、
宗
教
が
徹

底
的
に
破
壊
さ
れ
た
文
化
大
革
命
が
終
わ
り
を
つ
げ
、
一
九
七
八
年
、
党
の
第
一
一
期
三
中
全
会
以
降
、
鄧
小
平
の
指
導
の
も
と
、
改
革
開

放
政
策
が
開
始
さ
れ
て
も
な
お
、
宗
教
阿
片
論
が
根
強
く
、
宗
教
信
仰
の
自
由
政
策
を
執
行
す
る
上
で
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
鄧
小
平
が
掲
げ
た
「
実
事
求
是
」
を
宗
教
研
究
に
当
て
は
め
て
中
国
の
宗
教
の
実
地
調
査
を
行
っ
て
記
録
す
る
こ
と
が

本
書
の
目
的
で
あ
り
、
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
関
連
し
て
宗
教
信
仰
の
自
由
政
策
を
推
進
す
る
た
め
、
宗
教
阿
片
論
を
牽
制
し
、

実
際
の
事
例
を
探
求
し
な
が
ら
社
会
主
義
と
宗
教
は
相
互
協
調
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
も
ま
た
、
本
書
編
纂
の
主
張
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
書
は
、「
後
記
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
上
海
社
会
科
学
院
宗
教
研
究
所
や
上
海
市
宗
教
学
会
を
中
心
と
し
た
一
七
名
ほ
ど
の
研

究
者
が
調
査
執
筆
に
携
わ
っ
た
編
著
で
あ
っ
て
、
第
七
章
「
終
わ
り
に
」
が
誰
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

第
七
章
の
第
一
段
落
に
お
い
て
「
私
自
身
の
見
解
〔
自
己
的
看
法
〕
を
簡
単
に
述
べ
て
み
た
い
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
七
章
「
終
わ

り
に
」
は
主
編
で
あ
る
羅
竹
風
氏
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
章
の
内
容
は
彼
の
主
張
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
推

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
自
己
的
看
法
」
と
は
、
す
な
わ
ち
そ
の
内
容
に
は
個
人
的
見
解
が
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
文
章
の
責
任
を

持
つ
意
と
解
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
羅
竹
風
氏
の
経
歴
な
ど
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

羅
竹
風
（
一
九
一
一

－

九
六
）
は
、
山
東
省
平
度
の
人
で
、
言
語
学
者
、
宗
教
学
者
、
出
版
家
、
雑
文
家
な
ど
の
面
を
持
つ
。
一
九
三
五
年

に
北
京
大
学
を
卒
業
後
、
一
九
三
八
年
に
中
国
共
産
党
入
党
。
山
東
大
学
教
授
、
華
東
お
よ
び
上
海
市
宗
教
事
務
処
処
長
、
上
海
市
出
版
局
局
長
、

上
海
市
哲
学
社
会
科
学
学
会
連
合
会
主
席
、
上
海
市
第
二
期
、
第
三
期
政
治
協
商
会
議
常
務
委
員
、
上
海
市
第
七
期
、
第
八
期
人
民
代
表
大
会
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一
〇
三

常
務
委
員
、
上
海
社
会
科
学
院
宗
教
研
究
所
名
誉
所
長
、
山
東
大
学
、
華
東
師
範
大
学
、
上
海
師
範
大
学
の
客
員
教
授
な
ど
を
歴
任
。
編
著
と

し
て
は
、本
書
『
中
国
社
会
主
義
時
期
的
宗
教
問
題
』
の
ほ
か
に
は
、『
漢
語
大
詞
典
』（
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、一
九
八
六

－

九
一
年
）
主
編
、『
辞

海
』（
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
副
主
編
、『
中
国
大
百
科
全
書
・
宗
教
巻
』（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
主
編
な
ど
、

世
界
的
に
著
名
な
大
型
辞
典
類
の
編
纂
に
携
わ
り
、
ま
た
、『
宗
教
通
史
簡
編
』（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）、『
宗
教
学
概
論
』（
華

東
師
範
大
学
出
版
社
、一
九
九
一
年
）
な
ど
宗
教
学
分
野
の
著
作
の
主
編
に
も
携
わ
っ
た
。
他
に
も
『
上
海
雑
物
選
』
等
、多
彩
な
編
著
が
あ
る
。

　

そ
の
経
歴
か
ら
も
知
ら
れ
る
通
り
、
羅
竹
風
は
研
究
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
共
産
党
員
と
し
て
行
政
に
も
携
わ
り
、
中
華
人
民
共
和
国

成
立
後
間
も
な
い
時
期
の
共
産
党
の
宗
教
行
政
に
も
携
わ
っ
て
、
一
定
の
影
響
を
与
え
た
。
む
し
ろ
、
そ
の
立
場
、
少
な
く
と
も
そ
の
起
点

は
、
共
産
党
員
と
し
て
宗
教
行
政
に
携
わ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
羅
竹
風
の
上
海
社
会
科
学
院
の
後
輩
で
、
本
書
の

編
纂
に
も
携
わ
っ
た
陳
耀
庭
（
元
上
海
社
会
科
学
院
宗
教
研
究
所
所
長
）「
開
拓
的
精
神　

実
在
的
構
建
―
―
試
評
羅
竹
風
同
志
的
宗
教
学
研

究
」（『
学
術
月
刊
』
一
九
九
七
年
第
六
期
）
や
業
露
華
（
元
上
海
社
会
科
学
院
宗
教
研
究
所
所
長
）「
羅
竹
風
同
志
与
宗
教
研
究
」（『
仏
教
文

化
』
一
九
九
八
年
第
一
期
）
は
羅
竹
風
の
没
後
、
そ
の
功
績
を
称
え
て
宗
教
方
面
の
経
歴
を
ま
と
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
頼
り
に
し
て
羅
竹

風
が
本
書
を
主
編
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
氏
の
宗
教
と
の
か
か
わ
り
と
と
も
に
見
て
み
た
い
。

　

羅
竹
風
が
宗
教
に
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
機
縁
は
五
〇
年
代
初
め
の
時
で
あ
る
。
彼
は
中
華
人
民
共
和
国
成
立
の
後
、
青
島
か
ら
上
海
に

異
動
と
な
り
、
し
ば
ら
く
し
て
華
東
軍
政
委
員
会
や
上
海
宗
教
事
務
処
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
上
海
は
、
仏
教
や
道
教
が
全
国

に
影
響
を
持
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
事
務
機
構
の
多
く
や
カ
ト
リ
ッ
ク
の
各
宣
教
組
織
の
拠
点
が
こ
の
地
に
置
か
れ

た
こ
と
か
ら
、
国
際
的
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
所
で
あ
っ
た
。
羅
竹
風
は
国
務
院
総
理
で
あ
っ
た
周
恩
来
（
一
八
九
八

－

一
九
七
九
）

の
直
接
的
指
導
の
も
と
、
党
の
宗
教
政
策
を
執
行
し
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
宗
教
を
隠
れ
蓑
と
し
た
帝
国
主
義
分
子
と
の
民
衆
闘
争
に
お

い
て
は
、
力
強
く
民
衆
の
愛
国
感
情
を
支
持
し
、
ま
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
三
自
愛
国
運
動
へ
の
支
持
、
及
び
そ
れ
に
従
わ
な
い
も
の
へ

の
説
得
を
細
や
か
に
行
っ
た
。
さ
ら
に
杭
州
霊
隠
寺
の
修
復
や
上
海
玉
仏
寺
の
保
護
や
整
備
に
も
携
わ
り
、
宗
教
界
の
人
々
と
も
深
く
交
流

し
た
。
さ
ら
に
、
周
恩
来
の
指
示
の
も
と
、
聖
書
や
コ
ー
ラ
ン
、
仏
典
を
読
み
、
各
宗
教
教
義
へ
の
理
解
を
向
上
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
上
海

哲
学
社
会
科
学
学
会
聯
合
会
の
設
立
に
関
わ
っ
て
宗
教
行
政
か
ら
は
離
れ
る
が
、
常
に
宗
教
へ
の
関
心
や
宗
教
界
の
人
々
と
の
交
流
は
生
涯

続
い
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
一
九
六
六
年
に
巻
き
起
こ
っ
た
文
化
大
革
命
の
混
乱
の
期
間
に
は
、
ほ
か
の
多
く
の
幹
部
同
様
に
迫
害
を
受
け
た
が
、
四
人
組
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一
〇
四

失
脚
の
後
に
復
職
し
た
。
一
九
七
九
年
、
全
国
宗
教
学
研
究
規
画
会
議
が
昆
明
に
お
い
て
開
か
れ
た
際
、
彼
は
「
宗
教
研
究
に
関
す
る
若
干

の
問
題
（
関
于
宗
教
研
究
的
若
干
問
題
）」
と
い
う
報
告
を
発
表
し
た
。
こ
の
中
で
彼
は
、
宗
教
信
仰
の
自
由
政
策
を
回
復
し
実
施
す
る
の
は
、

取
り
繕
い
や
恩
恵
で
は
な
く
、
外
国
人
に
見
せ
る
た
め
で
も
な
く
、
ま
さ
に
広
大
な
宗
教
徒
の
宗
教
生
活
の
要
請
に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、

必
ず
や
真
剣
に
、
断
固
と
し
て
、
大
胆
に
政
策
を
施
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
、
成

立
し
て
間
も
な
い
中
国
宗
教
学
会
副
会
長
に
就
任
し
た
。
一
九
八
〇
年
、上
海
社
会
科
学
院
宗
教
研
究
所
と
上
海
宗
教
学
会
の
設
立
を
提
案
し
、

上
海
社
会
科
学
院
宗
教
研
究
所
名
誉
所
長
と
上
海
宗
教
学
会
会
長
に
就
任
し
た
。
こ
れ
ら
に
お
い
て
、
現
代
中
国
宗
教
研
究
に
つ
い
て
目
覚

ま
し
い
成
果
を
上
げ
た
が
、
そ
の
成
果
の
一
つ
が
本
書
で
あ
っ
た
。

　

以
上
が
本
書
成
立
に
至
る
ま
で
の
羅
竹
風
と
宗
教
と
を
め
ぐ
る
因
縁
で
あ
る
。
周
恩
来
と
の
関
係
が
記
録
さ
れ
、
周
恩
来
の
指
示
に
よ
っ

て
宗
教
典
籍
を
熟
読
し
、
宗
教
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

羅
竹
風
の
宗
教
に
対
す
る
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
人
柄
を
よ
く
表
す
も
の
と
し
て
、
陳
耀
庭
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に

も
注
目
し
た
い
。「
羅
竹
風
同
志
は
中
国
共
産
党
の
優
秀
党
員
で
あ
り
、
徹
底
し
た
唯
物
主
義
者
で
あ
り
、
彼
は
断
固
と
し
て
マ
ル
ク
ス=

レ

ー
ニ
ン
主
義
を
信
仰
し
て
お
り
、
決
し
て
宗
教
を
信
仰
し
な
か
っ
た
」
が
、「
羅
さ
ん
は
周
恩
来
総
理
の
指
導
の
も
と
、
当
時
、
カ
ト
リ
ッ
ク

と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
で
大
規
模
に
展
開
し
て
い
た
反
帝
愛
国
運
動
に
直
接
参
加
し
、
周
恩
来
総
理
の
関
心
の
も
と
、
杭
州
霊
隠
寺
の
修

復
事
業
と
上
海
玉
仏
寺
の
恢
復
開
放
事
業
を
指
揮
し
た
。
一
部
の
宗
教
界
の
長
老
た
ち
が
羅
さ
ん
に
会
っ
た
時
に
、
つ
ね
に
親
愛
を
こ
め
て

「
老
局
長
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。」（
陳
耀
庭
上
掲
論
文
、
三
頁
）
羅
竹
風
は
共
産
党
員
と
し
て
信
仰
と
は

一
定
の
距
離
を
取
り
つ
つ
も
、
そ
の
親
し
み
や
す
い
人
柄
に
よ
っ
て
宗
教
界
の
人
々
と
親
し
く
交
流
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
か
ら
知
ら
れ
る
。

　

な
お
、
以
下
の
訳
文
は
前
稿
同
様
、
永
井
政
之
先
生
に
ご
校
閲
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
謝
意
を
捧
げ
た
い
。

第
七
章　

終
わ
り
に

　

本
書
は
中
国
社
会
主
義
時
期
の
宗
教
問
題
を
研
究
し
た
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。
我
々
は
検
討
の
過
程
の
中
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
基
本
原

理
を
学
習
、
活
用
し
つ
つ
、
中
国
社
会
の
歴
史
や
実
際
の
現
状
と
結
合
さ
せ
な
が
ら
宗
教
問
題
に
対
し
て
開
拓
的
な
思
考
を
行
う
こ
と
が
、
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と
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
深
く
実
感
し
た
。
近
年
来
、
我
が
国
の
学
術
界
は
マ
ル
ク
ス
等
、
革
命
先
駆
者
に
よ
る
宗
教
問
題
に
つ
い
て
の

い
く
つ
か
の
論
述
に
つ
い
て
様
々
な
理
解
の
意
見
が
提
起
さ
れ
、
論
争
の
局
面
が
現
れ
た
が
、
こ
れ
は
党
の
第
一
一
期
三
中
全
会
の
精
神
の

躍
動
的
な
反
映
で
あ
る
。「
百
花
斉
し
く
放ひ

ら

き
、
百
家
争
鳴
す
」
と
い
う
春
風
が
、
長
年
「
タ
ブ
ー
」
と
見
な
さ
れ
て
き
た
宗
教
研
究
の
領

域
に
も
吹
き
込
ん
だ
こ
と
は
、
と
て
も
喜
ば
し
い
新
た
な
景
観
で
あ
り
、
必
ず
や
宗
教
理
論
研
究
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

で
我
々
は
「
宗
教
こ
そ
は
民
衆
の
阿
片
で
あ
る
」（「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
」『
マ
ル
ク
ス=

エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
一
巻
、
大
月
書

店
、
一
九
五
九
年
、
四
一
五
頁
、
お
よ
び
「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
」『
マ
ル
ク
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ
』、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、

一
五
八
頁
。
本
訳
文
は
後
者
に
依
っ
た
）
と
い
う
問
題
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
、
私
自
身
の
見
解
を
簡
単
に
述
べ
て
み
た
い
。

　

一
、「
阿
片
」
と
は
宗
教
が
階
級
社
会
の
中
の
一
定
条
件
の
も
と
で
引
き
起
こ
す
消
極
的
な
作
用
が
形
象
化
し
た
比
喩
で
あ
る
。

　

マ
ル
ク
ス
が
「
宗
教
は
民
衆
の
阿
片
で
あ
る
」
と
提
起
す
る
前
の
数
十
年
間
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
の
み
、
少
な
か
ら
ぬ
学
者
た

ち
が
こ
の
よ
う
な
形
象
の
比
喩
を
用
い
て
宗
教
の
麻
酔
的
作
用
を
描
写
し
て
い
た
。
そ
の
中
の
一
部
の
人
は
直
接
「
阿
片
」
の
語
を
用
い
て

い
る
。
例
え
ば
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
、
ハ
イ
ネ
、
ブ
ル
ー
ノ
・
バ
ウ
ア
ー
や
モ
ー
ゼ
ス
・
ヘ
ス
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宗
教
を
「
阿

片
」
に
例
え
る
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
が
先
人
の
手
法
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

マ
ル
ク
ス
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
い
う
側
面
か
ら
、
宗
教
問
題
に
つ
い
て
緻
密
で
独
創
的
、
か
つ
本
質
的
な
一
連
の
見
解
を
発
表
し
た
。

し
か
る
に
、
マ
ル
ク
ス
の
宗
教
理
論
を
「
宗
教
は
民
衆
の
阿
片
で
あ
る
」
と
い
う
一
言
に
帰
結
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
否
！

マ
ル
ク
ス
自
身
も
ま
た
こ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
た
こ
と
は
な
い
。
彼
が
提
起
し
た
の
は
、
階
級
社
会
に
お
い
て
、「
こ
の
国
家
、
こ
の
社
会
的

結
び
つ
き
が
世
界
に
つ
い
て
の
倒
錯
し
た
意
識
で
あ
る
宗
教
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
国
家
と
社
会
こ
そ
は
倒
錯
し
た

世
界
で
あ
る
か
ら
だ
。」、「
天
上
の
批
判
」
を
「
地
上
の
批
判
」
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
神
学
の
批
判
」
を
「
政
治
の
批
判
」
に
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、（
こ
れ
ら
の
語
は
す
べ
て
「
宗
教
は
民
衆
の
阿
片
で
あ
る
」
と
同
一
の
著
作
で
あ
る
「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
」〔『
マ

ル
ク
ス
＝
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
一
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
五
九
年
、
四
一
五

－

四
一
六
頁
、
お
よ
び
「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
」『
マ

ル
ク
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ
』、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
一
五
八
頁
〕
か
ら
の
引
用
で
あ
る
）
及
び
、「
彼
ら
が
そ
の
世
俗
的
な
限
界
を

超
え
る
な
ら
ば
す
ぐ
に
、
宗
教
的
偏
狭
性
も
廃
棄
す
る
こ
と
に
な
る
」（「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
寄
せ
て
」『
マ
ル
ク
ス=

エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第

一
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
五
九
年
、
三
九
〇
頁
、
お
よ
び
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
」『
マ
ル
ク
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ
』、
筑
摩
書
房
、

二
〇
〇
五
年
、
一
九
二
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
有
名
な
論
断
は
「
阿
片
」
に
よ
っ
て
概
括
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
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た
と
え
、「
宗
教
は
民
衆
の
阿
片
で
あ
る
」
と
い
う
こ
の
句
に
つ
い
て
見
て
み
た
と
し
て
も
、
そ
の
段
落
の
全
文
は
、

宗
教
と
い
う
悲
惨
は
、
一
面
で
は
現
実
の
悲
惨
の
表
現
で
も
あ
り
、
同
時
に
も
う
一
面
に
お
い
て
は
、
現
実
の
悲
惨
に
た
い
す
る
抗
議

で
も
あ
る
の
だ
。
宗
教
と
は
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
生
き
物
の
溜
め
息
で
あ
り
、
心
な
き
世
界
に
お
け
る
心
情
、
精
神
な
き
状
態
の
精
神

な
の
で
あ
る
。
宗
教
こ
そ
は
民
衆
の
阿
片
で
あ
る
。」（「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
」〔『
マ
ル
ク
ス
＝
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
一
巻
、

大
月
書
店
、
一
九
五
九
年
、
四
一
五
頁
、
お
よ
び
「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序
説
」『
マ
ル
ク
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ
』、
筑
摩
書
房
、

二
〇
〇
五
年
、
一
五
八
頁
。
本
訳
文
は
後
者
に
依
っ
た
）

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
論
述
は
明
ら
か
に
階
級
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
状
況
に
焦
点
を
当
て
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

後
に
は
、
レ
ー
ニ
ン
も
「
宗
教
に
た
い
す
る
労
働
者
党
の
態
度
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
こ
の
句
を
引
用
し
て
、

こ
の
マ
ル
ク
ス
の
格
言
は
、
宗
教
の
問
題
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
世
界
観
全
体
の
か
な
め
石
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
現
代

の
す
べ
て
の
宗
教
と
教
会
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
宗
教
団
体
は
、
労
働
者
階
級
の
搾
取
を
擁
護
し
、
彼
ら
を
麻
酔
さ
せ
る
役
を
す
る
、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
反
動
の
機
関
で
あ
る
と
、
つ
ね
に
考
え
て
い
る
。（
マ
ル
ク
ス=

レ
ー
ニ
ン
主
義
研
究
所
訳
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
第
一
五
巻
、

大
月
書
店
、
一
九
五
六
年
、
三
九
三
頁
）

と
述
べ
た
。
現
在
、
一
部
の
人
は
レ
ー
ニ
ン
の
こ
の
文
章
を
引
用
す
る
と
き
、
し
ば
し
ば
前
半
の
一
文
の
み
を
引
用
し
て
後
半
の
一
文
を
省

略
し
、「
か
な
め
石
」
で
あ
る
か
ら
に
は
、
い
か
な
る
時
に
も
絶
対
に
揺
る
が
し
え
な
い
も
の
だ
と
考
え
る
。
し
か
し
実
際
に
は
レ
ー
ニ
ン
の

後
半
の
一
文
こ
そ
は
、ま
さ
に
前
半
の
一
文
の
適
切
な
注
釈
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
指
し
て
い
る
の
は
当
時
の
「
現
代
」
で
あ
り
、

宗
教
が
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
反
動
派
」
に
利
用
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
我
々
が
考
え
る
に
、
マ
ル
ク
ス
や
レ
ー
ニ
ン
の
宗
教
が
「
阿
片
」
だ

と
い
う
論
述
は
、
ま
ず
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
宗
教
と
反
動
統
治
が
非
常
に
密
接
に
結
合
し
て
い
た
ド
イ
ツ
と
ロ
シ
ア
）
の
状
況
に
着
目
し
、

宗
教
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
中
で
起
こ
す
消
極
的
な
作
用
に
着
目
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
彼
ら
が
説
く
「
阿
片
」
と
は
相
互
に
関
係
す
る
二
つ
の
意
味
を
有
す
る
。

　

一
つ
に
は
、
宗
教
は
階
級
社
会
の
「
現
実
の
悲
惨
の
表
現
」
で
あ
り
、「
追
い
つ
め
ら
れ
た
生
き
物
の
溜
め
息
」
で
あ
っ
て
、
労
働
民
衆
は

階
級
的
抑
圧
や
搾
取
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
苦
難
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
時
に
宗
教
の
中
か
ら
ま
ぼ
ろ
し
の
精
神
的
慰
め
を
探
し
求
め
た
の

で
あ
り
、
人
々
が
酒
を
飲
ん
で
憂
さ
を
晴
ら
す
の
と
同
じ
よ
う
に
、
自
己
鎮
痛
や
麻
酔
の
役
割
を
果
た
す
。

　

二
つ
に
は
、
統
治
階
級
が
宗
教
を
利
用
し
て
人
民
を
麻
痺
さ
せ
、
彼
ら
を
搾
取
や
抑
圧
さ
れ
る
境
遇
に
服
従
、
我
慢
さ
せ
、
希
望
を
天
国
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の
恩
恵
に
託
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
盗
賊
が
酒
や
肴
を
使
っ
て
人
を
酔
わ
せ
て
、
そ
の
財
物
を
盗
む
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

明
ら
か
に
、
こ
れ
ら
二
つ
の
含
意
の
「
阿
片
」
と
は
搾
取
階
級
が
反
動
統
治
を
維
持
し
、
革
命
を
阻
害
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。
し
た
が
っ
て
、

無
産
階
級
が
革
命
を
起
こ
し
て
旧
社
会
を
覆
す
と
き
に
は
、
必
ず
や
宗
教
の
こ
の
よ
う
な
「
阿
片
」
の
作
用
を
暴
き
出
し
て
、
労
働
者
が
現

実
の
幸
福
を
獲
得
す
る
こ
と
や
、
社
会
主
義
や
共
産
主
義
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
の
闘
争
に
目
覚
め
さ
せ
、
鼓
舞
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

二
、
歴
史
上
の
宗
教
の
作
用
は
時
代
や
社
会
条
件
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
一
律
に
「
阿
片
」
に
よ
っ
て
概
括
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

前
文
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
歴
史
上
の
特
定
の
時
期
に
は
、
被
抑
圧
階
級
も
宗
教
を
反
抗
運
動
の
精
神
的
武
器
や
団
結
の
紐
帯
と
し

て
利
用
し
て
き
た
。
長
き
に
わ
た
る
階
級
社
会
の
中
で
、
宗
教
は
革
命
に
消
極
的
作
用
を
及
ぼ
し
た
も
の
の
代
表
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
定

の
条
件
に
お
い
て
は
、
被
抑
圧
階
級
が
宗
教
を
反
抗
の
思
想
的
な
武
器
と
し
た
こ
と
も
ま
た
、
無
視
で
き
な
い
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
エ
ン

ゲ
ル
ス
は
、

中
世
は
、
神
学
以
外
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
す
べ
て
の
形
態
―
―
哲
学
、
政
治
学
、
法
学
―
―
を
神
学
に
併
合
し
て
、
こ
れ
を
神
学
の
部

門
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
中
世
で
は
、
ど
の
社
会
的
運
動
も
政
治
的
運
動
も
神
学
的
形
態
を
と
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
大
衆
の

気
持
は
も
っ
ぱ
ら
宗
教
で
や
し
な
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
大
き
な
あ
ら
し
を
ま
き
お
こ
す
た
め
に
は
、
大
衆
自
身
の
利
益
も
宗
教
的
に
扮

装
し
て
も
ち
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。（「
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
ド
イ
ツ
古
典
哲
学
の
終
結
」『
マ

ル
ク
ス=

エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
二
一
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
七
一
年
、
三
〇
九
頁
）

と
述
べ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
こ
こ
で
示
す
の
は
、
当
時
の
す
べ
て
の
社
会
運
動
と
政
治
運
動
に
つ
い
て
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
中
世
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
封
建
階
級
が
そ
の
統
治
を
維
持
す
る
た
め
に
宗
教
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
、
被
抑

圧
階
級
の
反
抗
運
動
も
ま
た
、
宗
教
と
い
う
形
式
を
借
り
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
歴
史
の
必
然
で
あ
る
。
宗
教
が
こ
の
よ

う
な
二
つ
の
状
況
に
お
い
て
起
こ
し
た
二
つ
の
作
用
の
相
違
は
明
確
で
あ
り
、
混
同
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
さ
ら
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
宗
教
の
社
会
的
作
用
は
政
治
の
側
面
の
み
で
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
宗
教

は
各
民
族
に
浸
透
し
な
が
ら
そ
の
歴
史
や
文
化
の
不
可
分
の
一
部
分
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
の
文
学
や
美
術
、
建
築
な

ど
も
、
程
度
の
多
少
は
あ
れ
、
す
べ
て
宗
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
と
い
う
形
式
の
下
で
の
文
化
が
起
こ
し
た

社
会
的
な
影
響
は
お
そ
ら
く
「
阿
片
」
の
言
葉
で
一
律
に
概
括
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
人
々
が
敦
煌
石
窟
と
い
う
仏
教
芸
術
の
宝
庫
に
立
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一
〇
八

ち
尽
く
す
と
き
、
中
国
道
教
の
斎
醮
音
楽
に
聞
き
ふ
け
る
と
き
、
あ
る
い
は
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
「

後
の
晩
餐
」
を
鑑
賞
す
る
と
き
、
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
の
「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」
に
耳
を
傾
け
る
と
き
、
そ
の
感
じ
方
は
複
雑
か
つ
多
様
で
あ
る
。
宗
教
と
い
う
形
式
の
文
化
遺
産
に
対
し
、

我
々
は
そ
れ
ら
を
分
析
、
継
承
す
べ
き
で
あ
り
、
す
べ
て
を
「
阿
片
」
と
見
な
し
て
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

三
、
社
会
主
義
時
期
の
宗
教
の
作
用
を
「
阿
片
」
で
説
明
す
る
こ
と
は
、
な
お
の
こ
と
不
適
切
で
あ
る
。

　

本
書
の
第
五
章
に
お
い
て
、
我
々
は
宗
教
と
社
会
主
義
社
会
が
相
互
に
協
調
し
得
る
こ
と
に
つ
い
て
初
歩
的
な
考
察
を
行
っ
た
。
協
調
し

得
る
か
ら
に
は
、
宗
教
が
起
こ
す
作
用
に
つ
い
て
、
す
べ
て
「
阿
片
」
で
あ
る
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
基
本
的
に
は
「
阿
片
」
で
あ
る
と
し

た
り
、
あ
る
い
は
本
質
的
に
は
「
阿
片
」
で
あ
る
な
ど
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
数
千
年
の
搾
取
制
度
は
す
で
に

覆
さ
れ
、
搾
取
階
級
は
階
級
と
し
て
す
で
に
存
在
せ
ず
、
宗
教
の
階
級
の
根
源
は
す
で
に
消
失
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
々
は
も
は
や
、

階
級
搾
取
や
抑
圧
が
作
り
出
し
た
苦
難
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
宗
教
の
慰
め
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
前
述
の
階
級
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
「
阿
片
」
の
作
用
の
二
つ
の
意
味
は
、
社
会
主
義
と
い
う
条
件
に
お
い
て
は
も
は
や
存
在
し
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
社
会
主
義
社
会
に
は
困
苦
が
す
で
に
存
在
し
な
い
か
ら
に
は
、
宗
教
に
は
少
し
の
消
極
的
作
用
も
存
在
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
然
な
が
ら
そ
う
で
は
な
い
。
す
で
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
社
会
主
義
社
会
の
中
で
は
、
階
級
対
抗
的
な
矛
盾
は
す
で
に
解
決
し
た
け
れ
ど

も
、
し
か
し
人
民
内
部
の
多
く
の
矛
盾
は
い
ま
だ
に
存
在
し
て
お
り
、
さ
ら
に
多
く
の
社
会
問
題
が
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
貧
困
や
病
気
、

学
校
中
退
や
失
業
、
離
婚
や
失
恋
、
家
庭
不
和
、
官
僚
主
義
、
不
正
の
弊
習
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
人
々
に
一
時
的
な
困
苦
を

も
た
ら
し
て
、
彼
ら
の
一
部
は
宗
教
に
助
け
を
求
め
る
だ
ろ
う
し
、
そ
の
中
の
一
部
の
人
は
宗
教
に
よ
っ
て
消
極
的
、
厭
世
的
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
伝
統
宗
教
の
教
義
が
社
会
主
義
社
会
と
い
う
条
件
に
お
い
て
引
き
起
こ
す
一
種
の
消
極
的
作
用
で
あ
る
。
信
教
の
民
衆
が
多

く
居
住
す
る
地
域
で
、
か
つ
経
済
が
困
窮
し
、
文
化
が
立
ち
遅
れ
、
宗
教
の
影
響
が
色
濃
い
場
所
で
は
、
特
に
こ
の
よ
う
な
状
況
が
顕
著
で

あ
る
。
し
か
し
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
民
衆
の
一
時
的
な
困
苦
は
、
搾
取
制
度
に
よ
る
苦
難
と
は
本
質
的
に

は
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
民
衆
自
身
の
努
力
に
よ
っ
て
次
第
に
克
服
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
社
会
の
関
係
部
門
や
宗

教
界
の
愛
国
的
な
人
々
の
協
力
を
加
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
宗
教
徒
の
何
ら
か
の
消
極
的
な
思
想
も
ま
た
次
第
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
っ
て
、
宗
教
の
こ
の
よ
う
な
消
極
的
作
用
は

小
の
範
囲
内
に
止
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

我
々
は
、
社
会
主
義
と
い
う
条
件
に
お
け
る
宗
教
の
社
会
的
作
用
は
三
つ
の
状
況
以
外
に
は
な
い
と
考
え
る
。（
１
）
社
会
制
度
の
重
大
な

変
革
と
宗
教
の
状
況
の
根
本
的
変
化
に
よ
り
、
愛
国
主
義
や
社
会
主
義
の
思
想
の
影
響
の
も
と
で
宗
教
は
社
会
主
義
社
会
と
相
互
に
協
調
す
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一
〇
九

る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
宗
教
徒
自
身
に
も
そ
れ
が
果
た
す
べ
き
社
会
に
有
益
な
作
用
を
起
こ
す
。（
２
）
何
ら
か
の
伝
統
的
な
宗
教
教
義
や

教
規
や
活
動
は
、
新
社
会
に
お
い
て
宗
教
が
依
存
す
る
特
定
の
条
件
と
結
合
し
て
、
依
然
と
し
て
宗
教
徒
に
対
し
て
悪
影
響
を
生
じ
さ
せ
る
。

当
然
、
悪
人
に
利
用
さ
れ
た
り
、
社
会
の
安
定
を
破
壊
し
た
り
、
人
民
の
健
康
に
危
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
存
在
す
る
。（
３
）
宗
教
は
一
部

の
人
の
思
想
信
仰
で
あ
る
。
唯
心
主
義
的
世
界
観
で
は
あ
る
が
、
個
人
の
生
活
で
あ
っ
て
社
会
に
無
害
で
あ
る
。

　

社
会
存
在
は
社
会
意
識
を
決
定
す
る
の
で
あ
り
、
宗
教
の
社
会
的
作
用
は
固
定
不
変
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
社
会
主
義
物
質
文
明
や
精
神

文
明
の
建
設
の
発
展
に
し
た
が
い
、
我
々
が
宗
教
問
題
に
つ
い
て
正
確
な
方
針
の
政
策
を
執
行
し
、
障
害
を
克
服
し
て
正
し
い
方
向
に
導
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
宗
教
と
社
会
主
義
社
会
と
の
協
調
関
係
は
絶
え
ず
発
展
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

「
宗
教
は
民
衆
の
阿
片
で
あ
る
」
と
い
う
論
述
を
検
討
す
る
中
で
、
あ
る
い
は
社
会
主
義
時
期
の
宗
教
問
題
に
つ
い
て
研
究
探
求
す
る
中
で
、

マ
ル
ク
ス
主
義
を
指
導
と
す
る
こ
と
を
堅
持
す
る
と
い
う
原
則
の
も
と
、
す
べ
て
実
際
の
状
況
を
起
点
と
し
て
社
会
主
義
時
期
の
宗
教
問
題

に
つ
い
て
の
学
際
的
総
合
研
究
を
行
う
こ
と
は
、
研
究
工
作
を
深
み
へ
と
推
進
す
る
た
め
の
重
要
な
道
筋
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
我
々
は

一
層
実
感
し
た
。

　

哲
学
の
側
面
か
ら
宗
教
を
研
究
す
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
建
国
以
来
、
我
が
国
の
学
術
界
の
宗
教
に
対
す
る
研
究
も
主
に
哲
学

や
思
想
史
の
側
面
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
数
年
来
、
我
々
は
調
査
研
究
の
実
践
を
通
じ
て
、
こ
の
側
面
か
ら
社
会
主
義
時
期
の
宗
教
問
題
を

研
究
し
て
も
、
宗
教
と
い
う
社
会
現
象
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
実
感
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
哲
学
の
側
面
の
み
か
ら

宗
教
を
研
究
す
る
と
、
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
る
の
は
人
の
思
想
に
お
け
る
有
神
無
神
や
、
唯
心
唯
物
と
い
っ
た
様
々
な
相
違
で
あ
っ
て
、
そ

の
他
の
様
々
な
事
柄
、
例
え
ば
心
理
や
文
化
、
道
徳
、
及
び
組
織
、
経
済
な
ど
の
要
素
は
見
落
と
し
が
ち
で
あ
る
。
今
日
の
社
会
主
義
建
設

の
全
体
的
局
面
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
要
素
は
重
視
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
本
書
の
緒
論
に
お
い
て
、
宗
教
は
一
種
の
実
体
で

も
あ
る
と
述
べ
た
。
我
々
が
考
え
る
に
、
社
会
実
体
と
し
て
の
宗
教
は
、
一
種
の
意
識
形
態
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
一
種
の
文
化
の
形
式
で

あ
り
、
一
つ
の
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ
り
、
何
ら
か
の
経
済
的
実
力
を
備
え
た
一
つ
の
社
会
団
体
で
あ
る
。
そ
れ
自
体
に
複
雑
な
階
層

を
内
包
す
る
宗
教
に
対
し
て
は
、
当
然
多
く
の
学
問
分
野
か
ら
の
総
合
的
な
研
究
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
て
こ
そ
、
人
々
の
認

識
を
宗
教
の
実
際
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
数
年
、
我
々
は
調
査
研
究
に
お
い
て
、
宗
教
哲
学
に
触
れ
て
き
た
ほ
か
、
実
質
的
に
は
す
で
に
社
会
学
や
心
理
学
、
倫
理
学
、
民
族
学
、

民
俗
学
等
の
分
野
の
内
容
に
触
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
現
代
の
民
衆
の
信
教
の
原
因
を
調
査
研
究
す
る
中
で
、
我
々
は
、
宗
教
は
旧
来
の
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意
識
形
態
の
残
余
に
過
ぎ
ず
、
社
会
主
義
社
会
で
は
存
在
の
基
礎
を
す
で
に
喪
失
し
て
い
る
と
い
っ
た
見
解
は
、
明
ら
か
に
実
際
の
状
況
と

は
符
合
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
。
我
々
は
、
歴
史
や
社
会
、
心
理
と
い
っ
た
側
面
か
ら
宗
教
が
社
会
主
義
時
期
に
長
期
的
に
存
在

す
る
根
拠
を
検
討
し
て
き
た
。
ま
た
、
我
々
は
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
多
く
の
素
材
に
基
づ
き
、
宗
教
は
我
々
の
社
会
主
義
社
会
と
相
互
に
協

調
で
き
る
こ
と
を
論
証
し
た
。

　

我
々
が
説
く
こ
の
よ
う
な
協
調
と
は
、
決
し
て
有
神
無
神
や
、
唯
心
唯
物
と
い
っ
た
二
つ
の
異
な
る
思
想
体
系
が
調
和
、
あ
る
い
は
代
替

可
能
か
な
ど
と
い
う
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、
政
治
生
活
や
社
会
生
活
の
中
で
の
協
調
を
指
す
の
で
あ
り
、
愛
国
主
義
や
社
会
主
義
の
基

礎
の
上
で
の
協
調
を
指
す
。
当
然
、
宗
教
信
仰
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
協
調
は
宗
教
に
由
来
す
る
彼
ら
の
思
想
や
信
仰
、
道
徳

及
び
行
為
と
不
可
分
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
こ
で
説
か
れ
る
協
調
と
は
哲
学
的
世
界
観
か
ら
で
は
な
く
、
社
会
学
的
側
面
か
ら
提
起
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
、
我
々
は
有
神
、
無
神
の
相
違
や
矛
盾
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
。
否
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
我
々
が
気
付
い
た
の
は
、
中

国
の
歴
史
に
お
い
て
政
治
と
宗
教
と
は
一
貫
し
て
分
離
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
宗
教
は
過
去
に
お
い
て
中
国
の
民
主
革
命
の
重
大
な
障
害
と
な

っ
た
こ
と
は
な
く
、
政
教
の
一
致
す
る
一
部
の
少
数
民
族
の
地
域
で
あ
っ
て
も
一
般
的
に
は
同
様
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
社
会
主
義
建

設
の
現
段
階
に
お
い
て
、
信
教
の
民
衆
と
不
信
教
の
民
衆
と
は
事
実
上
す
で
に
四
化
建
設
の
大
道
を
、
手
を
携
え
て
と
も
に
歩
ん
で
お
り
、
宗

教
信
仰
に
お
け
る
相
違
は
事
実
上
、
二
次
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
と
さ
ら
に
そ
れ
を

重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

マ
ル
ク
ス
は
「
一
八
四
四
年
の
経
済
学
・
哲
学
手
稿
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

も
し
も
た
だ
宗
教
哲
学
等
々
の
み
が
私
に
と
っ
て
宗
教
の
真
の
あ
り
方
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
ま
た
た
だ
宗
教
哲
学
者
と
し
て
の
み
ほ

ん
と
う
に
宗
教
的
な
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
私
は
現
実
的
な

0

0

0

0

宗
教
性
と
現
実
的
に
宗
教
的
な

0

0

0

0

人
間
を
否
認
す
る
わ
け
で
あ
る
。（『
マ
ル
ク

ス=

エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
四
〇
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
七
五
年
、
五
〇
五
頁
、
傍
点
は
訳
文
に
依
る
）」

我
々
は
、こ
の
文
章
は
す
ば
ら
し
く
的
を
射
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
中
で
マ
ル
ク
ス
が
説
く
「
宗
教
の
真
の
あ
り
方
」
と
は
、紛
れ
も
な
く
「
現

実
的
な
宗
教
性
と
現
実
的
に
宗
教
的
な
人
間
」
を
指
す
。

　

今
日
の
中
国
に
お
い
て
、
宗
教
を
信
仰
す
る
人
の
中
で
ど
れ
だ
け
の
人
が
宗
教
哲
学
家
を
称
し
得
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
れ
だ
け
の
人

が
本
当
の
意
味
で
宗
教
哲
学
を
理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
我
々
が
た
だ
宗
教
哲
学
と
い
う
側
面
の
み
か
ら
宗
教
を
認
識
し
、
宗
教
問

題
を
研
究
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
実
の
中
国
の
宗
教
か
ら
乖
離
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
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外
国
の
一
人
の
学
者
は
、
宗
教
と
は
五
つ
の
要
素
を
含
む
あ
る
種
の
現
象
で
あ
る
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
教
会
、
儀
礼
、
信
仰
や
観
念
、

特
殊
な
情
感
的
経
験
、
そ
し
て
道
徳
規
範
で
あ
る
。
こ
の
定
義
は
宗
教
が
単
な
る
意
識
形
態
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
説
明
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
に
も
大
き
な
欠
陥
が
あ
り
、
宗
教
の
中
で

も
活
発
で
重
要
な
要
素
を
見
逃
し
て
い
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
宗
教

信
仰
者
で
あ
り
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
の
説
く
「
現
実
的
に
宗
教
的
な
人
間
」
で
あ
る
。
我
々
が
実
践
の
中
で
深
く
理
解
し
た
の
は
、
社
会
主
義

の
条
件
下
で
の
「
現
実
的
に
宗
教
的
な
人
間
」
の
思
想
、
信
仰
、
道
徳
や
行
為
、
及
び
彼
ら
よ
り
組
織
さ
れ
る
宗
教
集
団
に
つ
い
て
研
究
を

行
う
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
や
多
く
の
学
問
分
野
に
跨
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
学
際
的
な
総
合
的
研
究
で
の
み
、
科
学
的
に
全
面
的
に

社
会
主
義
時
期
の
宗
教
の
面
貌
を
提
示
し
、
そ
の
変
化
の
法
則
を
探
求
し
、
国
家
が
制
定
す
る
正
確
な
政
策
の
た
め
の
理
論
的
根
拠
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
宗
教
学
の
理
論
構
築
か
ら
見
れ
ば
、
学
際
的
な
総
合
研
究
を
行
う
こ
と
は
、
歴
史
の
必
然
で
あ
る
。
現
在
の
国
際
学
術
界
で
は
、

自
然
科
学
や
社
会
科
学
の
新
学
科
や
辺
縁
学
科
、
及
び
社
会
科
学
と
自
然
科
学
の
相
互
浸
透
的
な
総
合
学
科
は
、
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
、
目

も
く
ら
む
ほ
ど
に
続
出
し
て
お
り
、
一
つ
一
つ
確
認
す
る
暇
も
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
宗
教
研
究
の
状
況
も
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

例
え
ば
、
宗
教
社
会
学
や
宗
教
心
理
学
、
宗
教
倫
理
学
、
宗
教
民
族
学
、
宗
教
人
類
学
な
ど
、
多
く
の
分
野
が
設
立
さ
れ
、
諸
説
紛
々
と
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
に
よ
り
宗
教
に
つ
い
て
の
研
究
は
大
い
に
拡
大
し
、
か
つ
深
化
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
欧
米
各
国
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
く
、
ソ
連
や
東
欧
の
一
部
の
国
家
の
宗
教
学
者
も
ま
た
歴
史
的
経
験
や
教
訓
を
総
括
し
、
こ
の
よ
う
な
学
際
的
学
科
の
研
究
に
注

意
を
払
っ
て
い
る
。

　

我
が
国
は
こ
の
方
面
を
開
始
す
る
の
に
後
れ
を
取
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
「
七
五
」
計
画

）
1
（

の
期
間
に

お
い
て
宗
教
に
つ
い
て
多
学
科
的
な
総
合
研
究
を
行
い
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
中
国
の
実
際
が
結
合
し
た
、
中
国
的
特
色
を
有
す
る
宗
教
学
を

構
築
す
る
た
め
に
探
求
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

後
記

　

「
中
国
社
会
主
義
時
期
的
宗
教
問
題
」
と
は
、
上
海
社
会
科
学
院
宗
教
研
究
所
が
担
当
し
た
「
六
五
」
計
画

）
2
（

期
間
全
国
哲
学
社
会
科
学
重

点
科
研
項
目
の
一
つ
で
あ
り
、
本
書
は
こ
の
項
目
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
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マ
ル
ク
ス
主
義
を
学
習
、
運
用
し
、
理
論
を
実
際
に
関
連
付
け
、
実
際
か
ら
出
発
し
、
実
事
求
是
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
我
々
が
こ
の
研
究

を
進
め
る
う
え
で
の
基
本
的
な
方
法
で
あ
る
。
三
年
来
、
我
々
は
全
国
の
若
干
の
都
市
や
農
村
に
お
い
て
比
較
的
広
範
な
調
査
研
究
を
行
っ

て
き
た
が
、
そ
の
中
で
、
各
地
の
党
政
機
関
（
特
に
統
一
戦
線
、
宗
教
工
作
部
門
）
の
指
導
と
支
持
が
得
ら
れ
、
各
愛
国
宗
教
組
織
の
関
心

と
協
力
が
得
ら
れ
た
。
本
書
の
初
稿
が
完
成
し
た
の
ち
、
比
較
的
広
範
に
宗
教
理
論
研
究
や
実
際
の
工
作
部
門
に
意
見
を
求
め
、
学
者
や
幹

部
及
び
宗
教
界
の
友
人
か
ら
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
上
海
市
宗
教
学
会
は
我
々
と
共
同
で
こ
の
研
究
を
行
っ
た
。
謹
ん
で
援
助
を
提
供

し
て
く
だ
さ
っ
た
各
単
位
及
び
同
志
た
ち
に
感
謝
を
表
し
た
い
。

　

本
書
の
編
著
あ
る
い
は
調
査
研
究
に
参
加
し
た
人
員
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
姓
名
〔
簡
体
字
〕
筆
画
順
）
方
興
、
業
露
華
、
劉
建
（
特
約
）
、

阮
仁
沢
、
張
綏
、
沈
以
藩
、
蕭
志
恬
、
陳
耀
庭
、
羅
偉
虹
、
姚
民
権
、
高
振
農
、
顧
裕
禄
、
曹
聖
潔
、
常
霞
青
、
瞿
明
明
。
本
書
は
章
ご
と

に
編
纂
さ
れ
た
後
、
蕭
志
恬
と
陳
耀
庭
に
よ
り
通
稿
さ
れ
た
。
宗
教
研
究
所
の
そ
の
他
の
同
志
も
原
稿
の
討
議
や
補
助
作
業
に
参
加
し
た
。

　

本
書
の
附
録
の
調
査
報
告
は
、
何
炳
済
と
鄭
凱
堂
同
志
が
書
い
た
二
篇
の
ほ
か
は
、
す
べ
て
宗
教
研
究
所
の
同
志
の
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

社
会
主
義
時
期
の
宗
教
問
題
と
は
一
つ
の
新
し
い
課
題
で
あ
り
、
本
書
は
初
歩
的
な
検
討
に
過
ぎ
ず
、
浅
薄
な
記
述
や
誤
謬
は
免
れ
得
な

い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
課
題
の
研
究
を
推
進
す
る
た
め
、
広
大
な
読
者
の
ご
批
判
や
ご
叱
正
を
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

注（
1
） 

訳
者
注
：
「
七
五
計
画
」と
は
中
華
人
民
共
和
国
の
経
済
長
期
計
画
で
あ
る
「
第
七
箇
五
年
計
画
」
の
こ
と
。
一
九
八
六

－

九
〇
年
の
五
年
計
画
で
、

一
九
八
六
年
に
全
国
人
民
代
表
大
会
第
六
期
第
四
次
会
議
に
て
採
択
さ
れ
た
。

（
2
） 

訳
者
注
：
「
六
五
計
画
」
と
は
、
前
注
「
七
五
計
画
」
と
同
様
に
、
中
華
人
民
共
和
国
の
経
済
長
期
計
画
で
あ
り
、「
第
六
箇
五
年
計
画
」
の
こ
と
。

一
九
八
一

－

八
五
年
の
五
年
計
画
で
、
一
九
八
二
年
に
全
国
人
民
代
表
大
会
第
五
期
第
五
次
会
議
に
て
正
式
採
択
さ
れ
た
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

社
会
主
義
中
国
、
宗
教
信
仰
の
自
由
政
策
、
羅
竹
風
、
宗
教
阿
片
論
、
マ
ル
ク
ス
主
義


